
地
域
に
親
し
ま
れ
る

公
民
館
め
ざ
し
て

吉
岡
公
民
館

館
長

猪
野
和
幸

吉
岡
地
区
は
、
荒
川
の
南
、
住

宅
・
田
園
・
丘
陵
地
と
豊
か
な
自

然
に
恵
ま
れ
、
人
も
環
境
も
と
て

も
穏
や
か
な
と
こ
ろ
で
す
。
人
口

約
５
，
８
０
０
人
、
世
帯
数
約
２
，

８
０
０
、
六
つ
の
自
治
会
が
組
織

さ
れ
て
い
ま
す
。

吉
岡
公
民
館
は
、
昭
和
五
十
一

年
六
月
の
設
立
以
来
、
四
十
七
年

を
迎
え
地
域
の
生
涯
学
習
の
拠
点

と
し
て
脈
々
と
営
ま
れ
て
い
ま
す
。

学
級
講
座
は
、
年
間
十
回
実
施

の
「
ふ
れ
あ
い
学
級
」
（
四
六
名

参
加
）
と
随
時
参
加
者
を
募
る

「
一
般
学
級
」
の
二
つ
で
す
。

「
ふ
れ
あ
い
学
級
」
は
、
人
権
学

習
・
市
政
宅
配
講
座
・
郷
土
の
歴

史
・
落
語
・
館
外
研
修
等
で
す
が
、

マ
ン
ネ
リ
化
を
防
ぎ
新
鮮
な
内
容

と
な
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
郷

土
の
歴
史
で
は
自
治
会
長
さ
ん
が

身
近
な
講
師
で
す
。
バ
ス
な
し
の

館
外
研
修
に
も
、
文
珠
寺
、
立
正

大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
巡
り
等
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

「
一
般
学
級
」
で
は
、
毎
年
継

続
実
施
の
木
目
込
人
形
作
り
・
糀

味
噌
作
り
・
キ
ム
チ
作
り
。
幅
広

い
年
代
層
の
参
加
者
を
増
や
す
工

夫
と
し
て
、
小
中
学
生
対
象
の
書

初
め
・
ス
マ
ホ
（
二
回
）
・
折
り

紙
（
二
回
）
・
パ
ス
テ
ル
ア
ー
ト
・

押
し
花
・
そ
ば
打
ち
体
験
（
二
月

予
定
）
等
、
新
た
な
教
室
の
開
拓

を
し
て
い
ま
す
。

ス
マ
ホ
や
折
り
紙
教
室
は
、
受
講

者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
レ
ベ
ル
を
上

げ
て
追
加
実
施
し
ま
し
た
。

定
期
利
用
の
学
習
グ
ル
ー
プ
は

八
つ
あ
り
、
和
気
あ
い
あ
い
と
活

動
し
て
い
ま
す
。
利
用
者
連
絡
会

を
組
織
し
、
年
四
回
会
議
を
行
い

情
報
交
換
や
敷
地
内
の
除
草
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ヨ
ガ
愛
好
会
は
、
昨

年
度
一
般
学
級
か
ら
生
ま
れ
ま
し

た
。
大
変
嬉
し
い
限
り
で
す
。

吉
岡
地
区
で
は
、
地
区
民
体
育

祭
は
自
治
会
連
合
会
、
敬
老
祝
賀

会
は
社
会
福
祉
協
議
会
が
主
催
し
、

学
校
区
連
絡
会
は
役
員
の
役
割
分

担
で
運
営
す
る
等
各
団
体
の
独
立

性
と
団
体
間
の
連
携
の
良
さ
が
特

徴
で
す
。
各
団
体
と
公
民
館
が
情

報
を
共
有
し
、
相
互
補
完
し
な
が

ら
行
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

公
民
館
は
連
携
の
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
、
独
自
の
事
業
を
一

層
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
地
域
と

の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
様
々
な

世
代
の
方
が
公
民
館
に
集
い
親
し

ま
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
が
集
う

フ
レ
イ
ル
予
防
の
公
民
館

籠
原
公
民
館

館
長

髙
田
守
康

籠
原
公
民
館
は
籠
原
駅
の
西

部
に
位
置
し
、
昭
和
56
年
６
月

1
日
に
西
児
童
館
と
併
設
さ
れ

ま
し
た
。
籠
原
小
学
校
区
の
10

自
治
会
を
擁
し
、
人
口
１
０
，

７
０
０
名
、
世
帯
数
５
，
０
０

０
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

施
設
と
し
て
は
ホ
ー
ル
、
和

室
、
研
修
室
、
会
議
室
が
あ
り

ま
す
。
ホ
ー
ル
は
定
員
96
人
で

多
目
的
に
利
用
で
き
ま
す
。

《
生
涯
学
習
講
座
》
（
ふ
れ
あ

い
学
級
）
と
し
て
、

一
、
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

二
、

童
謡
を
歌
お
う

三
、
福
祉
用

具
に
つ
い
て
知
ろ
う

四
、
生
前
整
理
・
老
前
整
理

五
、
物
の
単
位
・
年
齢
を
表
す

言
葉

六
、
身
近
な
エ
コ
生
活

七
、
高
齢
期
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

八
、
宮
沢
賢
治
と
熊

谷

九
、
落
語
長
屋
は
お
も
し

ろ
荘
だ

十
、
人
権
学
習
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

《
一
般
講
座
》
と
し
て
は
、

一
、
輪
投
げ
ゲ
ー
ム

二
、
手

工
芸
講
座
・
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ

の
バ
ッ
グ
作
り

三
、
桜
の
花

で
染
め
る
ス
ト
ー
ル
作
り

四
、
し
め
縄
を
作
る
講
習
会
の

予
定
で
す
。

学
習
グ
ル
ー
プ
は
高
齢
化
が
進

み
会
員
が
減
少
し
、
サ
ー
ク
ル
の
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存
続
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
ど
の
よ
う
に
増
や
し
て
い
く

か
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
絵
手
紙
を
一
般
講
座
で
実

施
し
た
と
こ
ろ
サ
ー
ク
ル
で
立
ち

上
げ
た
い
と
の
要
望
が
多
か
っ
た

た
め
サ
ー
ク
ル
と
し
て
発
足
し
ま

し
た
。

同
様
に
今
年
は
手
話
を
一
般
講

座
で
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
サ
ー
ク

ル
と
し
て
立
ち
上
げ
た
い
と
の
要

望
が
多
く
、
「
手
話
ク
ラ
ブ
」
と

し
て
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

冒
頭
に
あ
げ
ま
し
た
よ
う
に
皆

さ
ん
が
来
て
何
か
を
す
れ
ば
フ
レ

イ
ル
予
防
が
出
来
る
公
民
館
を
目

指
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

「
蚕
都
熊
谷
」
の
礎
は

石
原
に
あ
り

石
原
公
民
館

主
事

平
井
加
余
子

熊
谷
駅
正
面
口
、
壁
面
に
「
熊

谷
市
鳥
瞰
図
」
が
飾
ら
れ
て
い
る

の
を
見
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。こ

れ
は
、
昭
和
８
年
の
熊
谷
市

制
施
行
を
記
念
し
て
、
同
11
年
に

吉
田
初
三
郎
氏
に
よ
り
描
か
れ
た

絵
を
陶
板
画
に
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
絵
の
右
端
側
が
石
原
で
す
が
、

よ
く
見
て
貰
う
と
何
と
製
糸
関
連

施
設
が
多
い
の
に
驚
き
ま
す
。
現

在
で
は
想
像
で
き
な
い
石
原
の
光

景
が
、
昭
和
初
期
に
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

埼
玉
県
に
唯
一
の
熊
谷
気
象
台

や
県
立
蚕
業
試
験
場
も
あ
り
ま
す
。

蚕
を
育
て
、
生
糸
を
輸
出
す
る
こ

と
が
国
策
の
時
代
、
蚕
に
必
要
な

桑
の
遅
霜
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
、
一
刻
も
早
く
気
象
情
報
を

発
信
出
来
る
様
に
、
養
蚕
の
盛
ん

な
県
北
の
中
心
熊
谷
に
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
製
糸
工
場
の
立
地
条
件

は
、
原
料
の
繭
が
充
分
に
供
給
さ

れ
、
製
糸
用
の
水
が
確
保
出
来
る

事
、
交
通
の
便
が
良
い
事
な
ど
で

す
が
、
石
原
地
区
は
大
養
蚕
地
帯

を
持
ち
、
荒
川
の
伏
流
水
が
豊
富

で
、
大
里
幹
線
用
水
も
通
っ
て
い

ま
す
。
中
山
道
・
秩
父
街
道
が
通

り
、
秩
父
鉄
道
石
原
駅
が
あ
る
な

ど
交
通
の
便
に
も
恵
ま
れ
、
生
産

し
た
生
糸
の
輸
送
に
便
利
で
し
た
。

更
に
広
い
土
地
の
あ
っ
た
石
原
に

は
次
々
に
大
き
な
製
糸
工
場
な
ど

が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
明
治
32
年
に
三
木
原
製

糸
所
が
設
立
さ
れ
、
同
40
年
に
は

片
倉
工
業
（
株
）
石
原
工
場
と
改

称
さ
れ
（
現
イ
オ
ン
）
、
大
正
元

年
に
は
松
崎
製
糸
場
（
現
と
ん
で

ん
、
ニ
ト
リ
）
、
同
６
年
に
は
金

ル
製
糸
繭
買
入
所
（
現
お
せ
ん
べ

い
や
さ
ん
）
、
同
７
年
に
は
赤
レ

ン
ガ
の
埼
玉
社
と
呼
ば
れ
た
「
有

限
責
任
生
糸
販
売
購
買
組
合
聯
合

会
埼
玉
社
（
現
住
宅
地
）
、
同
11

年
に
は
繭
の
乾
燥
を
す
る
大
里
乾

繭
販
売
利
用
組
合
（
現
さ
わ
や
か

熊
谷
館
）
、
同
15
年
に
は
熊
谷
大

火
の
後
、
泉
町
か
ら
移
転
し
た
熊

谷
製
糸
（
株
）
（
現
県
営
熊
谷
石

原
団
地
）
な
ど
が
建
ち
並
び
、
製

糸
業
ば
か
り
で
な
く
、
清
水
染
工

場
、
岡
村
染
工
場
な
ど
の
染
色
工

場
も
あ
り
、
女
工
さ
ん
達
で
賑
わ

い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
ま
さ
に

蚕
都
の
礎
と
も
言
え
る
石
原
が
あ

り
ま
し
た
。

石
尊
様
を
祀
る

大
幡
公
民
館

館
長

岡

幸
江

熊
谷
市
柿
沼
中
廓
地
区
で
は
、

「
石
尊
様
（
＊
）
を
祀
る
」
伝
統

行
事
が
連
綿
と
受
け
継
が
れ
地
区

住
民
総
出
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
は
７
月
23
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
年
の
用
掛
・
荻
原

甚
三
郎
さ
ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

『
現
在
の
石
尊
様
を
祀
る
灯
籠
は

二
代
目
（
？
）
で
地
元
の
四
分
一

大
工
さ
ん
が
造
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
る
。
灯
籠
起
こ
し
は
７
月
27
日

前
の
日
曜
日
（
昔
は
27
日
と
日
が

決
ま
っ
て
い
た
）
に
行
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
三
年
間
は
用
掛
の
役

員
さ
ん
の
み
で
行
っ
て
い
た
が
、

今
年
は
中
廓
住
民
総
出
で
早
朝
か

ら
行
っ
た
。
周
辺
を
綺
麗
に
清
掃

し
て
、
収
納
し
て
あ
る
祠
か
ら
石

尊
様
を
出
し
、
起
こ
し
て
屋
根
を

付
け
、
四
隅
に
サ
サ
を
立
て
縄
で

一
周
し
幣
束
で
飾
り
付
け
を
し
た
。

８
月
20
日
の
日
曜
日
（
昔
は
８

月
24
日
と
決
ま
っ
て
い
た
）
に
、

お
地
蔵
様
が
開
か
れ
る
ま
で
約
一

か
月
間
毎
晩
回
り
番
で
こ
の
灯
籠

に
あ
か
り
を
灯
し
て
い
る
。
い
わ

れ
や
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
江
戸

時
代
か
明
治
時
代
で
は
な
い
か
と

伝
わ
っ
て
い
る
。
以
前
は
油
を
灯

し
て
い
た
が
現
在
は
電
池
式
に
な
っ

た
。
石
尊
様
は
阿
夫
利
神
社
の
分

社
の
一
つ
で
、
戦
前
と
戦
後
に
中

廓
一
堂
で
大
山
参
り
に
行
っ
て
い

た
。
』
と
の
こ
と
で
す
。
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農
業
に
携
わ
る
人
が
少
な
く
な
っ

た
現
代
で
も
こ
の
よ
う
な
伝
統
行

事
が
連
綿
と
受
け
継
が
れ
、
地
域

住
民
の
連
携
と
絆
を
深
め
る
う
え

で
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

地
域
文
化
を
育
て
る
う
え
で
重
要

な
事
と
思
い
、
長
く
受
け
継
が
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
＊
）
柿
沼
に
は
、
北
廓
・
中
廓
・

遠
新
田
に
石
尊
様
が
あ
り
ま
す
。

阿
夫
利
神
社
は
古
く
か
ら
山
岳
信

仰
の
山
と
し
て
知
ら
れ
る
大
山

（
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
）
に
あ
り
、

農
耕
の
神
様
で
あ
り
、
雨
乞
い
の

神
様
で
も
あ
り
ま
す
。
山
頂
に
は

石
尊
大
権
現
を
祀
る
本
社
が
あ
り

ま
す
。

み
な
さ
ま
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
講
座
を
目
指
し

奈
良
公
民
館原

田
亜
也
子

奈
良
公
民
館
の
生
涯
学
習
は
、

地
域
の
方
全
員
が
対
象
の
「
一
般

講
座
」
と
、
年
度
の
初
め
に
申
し

込
み
を
実
施
し
、
入
会
さ
れ
た
方

が
対
象
の
「
ほ
の
ぼ
の
学
級
」
が

あ
り
、
現
在
約
１
２
０
名
の
会
員

が
活
動
し
て
い
ま
す
。

奈
良
は
地
域
が
広
い
た
め
、
会

員
の
募
集
や
講
座
の
案
内
の
配
布

を
、
各
支
部
の
代
表
（
連
絡
員
）

に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
ほ
の
ぼ
の
学
級
は
、

唱
歌
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
講
式
か

ら
始
ま
り
、
11
の
講
座
を
計
画
し

ま
し
た
。
開
講
式
に
は
、
小
学
校

の
体
育
館
を
お
借
り
し
、
奈
良
小

児
童
と
一
緒
に
鑑
賞
し
、
児
童
と

の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
６
月
に
は
日
光
に
40
名
の

参
加
者
と
親
睦
を
図
り
な
が
ら
の

県
外
研
修
へ
行
き
、
世
界
遺
産
や

重
要
文
化
財
に
触
れ
る
よ
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

近
年
、
公
民
館
利
用
者
の
高
齢

化
、
そ
し
て
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
衰

退
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
講
座

を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
「
や
っ

て
み
よ
う
・
み
て
み
よ
う
・
聴
い

て
み
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、

常
に
、
「
み
な
さ
ん
が
喜
ん
で
く

だ
さ
る
だ
ろ
う
か
。
」
を
一
番
に

考
え
計
画
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
れ
が
次
に
繋
が
る
様
な
講
座
に

な
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

ほ
の
ぼ
の
学
級
生
の
み
な
さ
ん

は
、
身
体
を
動
か
す
健
康
教
室
へ

の
参
加
が
多
い
こ
と
か
ら
、
昨
年

度
の
学
級
講
座
の
中
で
、
体
力
測

定
や
ヨ
ガ
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

特
に
人
気
の
高
か
っ
た
ヨ
ガ
体
操

は
、
サ
ー
ク
ル
に
出
来
な
い
か
と
、

地
域
の
回
覧
で
会
員
を
募
っ
た
と

こ
ろ
、
想
像
を
遥
か
に
超
え
る
方

か
ら
の
応
募
が
あ
り
、
今
年
度
か

ら
サ
ー
ク
ル
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。

そ
の
中
で
１
番
う
れ
し
い
こ
と

は
、
「
い
ま
ま
で
一
度
も
公
民
館

事
業
に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
」

と
い
う
方
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
こ

と
で
す
。
ま
さ
に
今
、
求
め
て
い

る
こ
と
が
実
現
で
き
ま
し
た
。
今

後
も
み
な
さ
ん
が
、
公
民
館
事
業

に
参
加
し
や
す
い
、
ま
た
、
興
味

の
湧
く
、
元
気
に
な
る
講
座
を
職

員
一
同
、
考
え
、
話
し
合
い
、
地

域
活
性
化
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

進
め
て
参
り
ま
す
。

さ
く
ら
カ
ー
ド
で

受
付
簡
単
申
し
込
み

江
南
公
民
館

館
長

前
川
美
佐
保

江
南
公
民
館
で
は
、
さ
く
ら
カ
ー

ド
会
員
に
な
る
と
学
級
講
座
の
申

し
込
み
が
簡
単
に
で
き
ま
す
。
毎

年
、
十
～
十
三
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
「
健
康
い
き
い
き
学
級
」
を
開

催
し
ま
す
。
そ
の
人
に
合
っ
た
生

涯
学
習
の
発
見
に
繋
が
る
講
座
で

す
。主

催
事
業
「
リ
ズ
ム
体
操
」
は
、

健
康
維
持
に
向
け
て
の
大
人
気
の

教
室
で
、
会
員
数
三
十
五
名
。
来

年
度
は
登
録
団
体
と
な
り
ま
す
。

「
歌
広
場
」
は
、
毎
月
一
回
参

加
者
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
曲
十
五

曲
の
昭
和
歌
謡
を
、
画
像
と
音
源
、

解
説
付
き
で
歌
う
広
場
で
す
。
現

在
二
十
六
名
の
会
員
で
す
。

ふ
れ
あ
い
講
座
は
、
文
化
や
歴

史
等
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
年
三
回
、

開
催
す
る
一
般
公
開
講
座
で
す
。

全
く
公
民
館
を
利
用
し
た
事
が
な

い
市
民
や
男
性
の
参
加
が
多
く
得

ら
れ
る
と
い
う
利
点
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
夏
休
み
の
親
子
教
室
は
、

毎
年
開
催
し
て
い
る
の
で
、
受
付

開
始
日
に
定
員
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
よ
り
新
た
に

『
美
萌
咲
（
み
も
ざ
）
』
と
い
う

学
級
講
座
を
企
画
し
ま
し
た
。
そ

の
都
度
、
江
南
公
民
館
だ
よ
り
で

募
集
し
ま
す
。
「
楽
し
そ
う
」
と

か
「
作
っ
て
み
た
い
」
と
か
、
そ

ん
な
風
に
思
え
る
内
容
を
多
く
取

り
入
れ
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

五
月
の
『
野
菜
ソ
ム
リ
エ
に
よ

る
旬
野
菜
教
室
』
で
は
ホ
ー
ム
フ

リ
ー
ジ
ン
グ
を
学
び
ま
し
た
。

六
月
に
『
わ
く
わ
く
す
る
神
社

参
拝
の
お
話
』
宝
登
山
編
を
学
び

ま
し
た
。
神
社
愛
に
燃
え
る
講
師

の
話
に
参
加
者
は
吸
い
込
ま
れ
予

定
の
時
間
を
優
に
超
え
、
直
ぐ
に

で
も
参
拝
に
出
掛
け
た
い
気
持
ち

に
か
ら
れ
ま
し
た
。

七
月
に
は
手
話
講
師
を
招
き

『
ろ
う
者
の
事
を
知
っ
て
手
話
で

挨
拶
し
よ
う
』
講
座
を
開
催
。
ろ

う
者
を
理
解
し
共
生
社
会
の
中
で

生
き
る
重
要
な
点
を
学
び
ま
し
た
。

参
加
者
全
員
が
、
自
己
紹
介
を
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

八
月
に
は
『
枯
山
水
の
世
界
』

講
座
で
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
枯
山
水
セ
ッ

ト
で
自
分
だ
け
の
日
本
庭
園
を
作

り
、
日
本
文
化
に
触
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
救
急
救
命
講
座
や
陶

芸
体
験
な
ど
、
多
く
の
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

江
南
文
化
祭
や
ク
リ
ス
マ
ス
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
終

え
、
三
月
下
旬
に
熊
谷
市
環
境
政

策
課
と
合
同
で
里
山
ウ
ォ
ー
ク
を

開
催
し
ま
す
。
小
江
川
千
本
桜
事

業
で
植
樹
さ
れ
た
桜
並
木
を
歩
き

一
年
を
締
め
括
り
ま
す
。
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令
和
５
年
７
月
28
日
（
金
）
職

員
等
研
修
会
が
江
南
公
民
館
を
会

場
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
扱
い
が

２
類
か
ら
５
類
に
移
行
さ
れ
た
５

月
以
降
初
め
て
の
市
公
連
行
事
と

し
て
、
参
加
人
数
を
会
場
定
員
ま

で
可
能
と
し
、
３
年
ぶ
り
に
講
演

会
を
併
せ
て
開
催
す
る
等
、
盛
況

な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

前
半
は
各
館
の
事
例
発
表
。
第

１
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
は
熊
谷
東
公
民

館
、
そ
し
て
第
２
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら

は
星
宮
公
民
館
が
担
当
し
ま
し
た
。

熊
谷
東
公
民
館
の
所
属
す
る
第

１
ブ
ロ
ッ
ク
は
熊
谷
東
・
本
町
・

宮
町
・
箱
田
公
民
館
が
所
属
す
る
、

熊
谷
市
の
中
心
部
エ
リ
ア
を
カ
バ
ー

す
る
地
区
。
こ
の
中
で
熊
谷
東
公

民
館
は
熊
谷
駅
北
口
か
ら
東
寄
り

の
地
域
が
中
心
と
な
り
、
運
営
協

議
会
を
主
体
に
、
様
々
な
講
座
や

活
動
を
実
施
。
シ
ニ
ア
層
を
対
象

と
し
た
「
ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
大

学
」
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た

「
キ
ッ
ズ
講
座
」
を
中
心
と
し
た

展
開
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

ク
ラ
ブ
発
表
も
盛
ん
で
、
館
の
利

用
率
も
高
い
状
況
を
維
持
し
て
い

ま
す
。
一
方
、
や
は
り
コ
ロ
ナ
禍

を
経
て
の
外
出
マ
イ
ン
ド
の
冷
え

込
み
や
、
参
加
者
の
高
齢
化
が
見

受
け
ら
れ
、
研
修
旅
行
や
講
座
参

加
人
数
の
減
に
現
れ
て
お
り
、
現

状
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
と
の
こ

と
。
対
策
と
し
て
講
座
等
の
中
身

の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
、
テ
キ
ス
ト

中
心
か
ら
映
像
化
を
図
り
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
関

連
の
講
座
を
開
く
等
、
試
行
錯
誤

し
て
い
る
の
が
現
状
と
の
こ
と
。

続
い
て
第
２
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
は

星
宮
公
民
館
の
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。
星
宮
地
域
は
も
と
の
北
埼
玉

郡
星
宮
村
が
昭
和
の
大
合
併
（
昭

和
30
年
頃
）
時
に
熊
谷
市
と
行
田

市
に
分
村
合
併
と
な
っ
た
地
域
。

お
互
い
近
隣
に
同
名
の
小
学
校
と

公
民
館
を
有
し
た
珍
し
い
地
域
で

あ
っ
た
と
の
こ
と
。
（
現
在
、
後

の
統
廃
合
に
よ
り
、
単
独
で
「
星

宮
」
を
名
乗
る
小
学
校
は
両
市
と

も
無
く
な
っ
て
い
ま
す
。
）

公
民
館
の
活
動
と
し
て
は
、
32

講
座
を
開
講
し
多
く
の
参
加
者
に

利
用
い
た
だ
い
て
お
り
、
自
治
会
・

長
寿
会
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
等
と

協
力
し
、
春
季
の
グ
リ
ー
ン
カ
ー

テ
ン
づ
く
り
、
夏
季
の
ラ
ジ
オ
体

操
、
秋
季
の
コ
ス
モ
ス
祭
り
等
が

実
施
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

ま
た
、
子
供
た
ち
、
長
寿
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
三
世
代
交
流
事
業
と
し

て
、
２
月
初
旬
の
「
ま
ゆ
玉
作
り
」
、

「
小
豆
粥
の
試
食
会
」
、
７
月
の

「
ま
こ
も
馬
」
作
り
を
実
施
。
地

域
に
伝
わ
る
伝
統
行
事
を
大
切
に

し
、
次
世
代
へ
の
継
承
を
目
的
と

し
、
今
後
も
活
動
を
継
続
し
て
い

き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

次
に
、
後
半
は
熊
谷
市
政
策
調

査
課
か
ら
講
師
を
お
招
き
し
、

「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
」
と
の
演
題
で
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
使
い
、
市
の
課
題
等

に
効
率
的
に
対
応
し
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
た
取
り
組
み
で
あ
り
、

市
の
継
続
性
（
熊
谷
市
に
住
み
続

け
る
）
や
現
在
の
生
活
に
プ
ラ
ス

ア
ル
フ
ァ
を
感
じ
ら
れ
る
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
使
い
方
を
考
え
て
い
く
、

と
い
っ
た
も
の
。

具
体
的
に
は
「
熊
ぶ
ら
」
（
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
）
、
地
域

通
貨
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
ス

マ
ホ
回
数
券
、
気
象
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
や
人
流
デ
ー
タ
活
用
の
ま

ち
づ
く
り
を
あ
げ
、
そ
の
将
来
像

を
含
め
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
星
宮
公
民
館
に
お
い
て

は
令
和
５
年
11
月
30
日
、
妻
沼
中

央
公
民
館
に
お
い
て
行
わ
れ
た
第

37
回
大
里
地
区
公
民
館
連
合
会
研

究
集
会
に
熊
谷
市
代
表
と
し
て
参

加
、
事
例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
熊
谷
市
公
民
館
ま

つ
り
が
、
以
下
の
日
程
で
、
妻
沼

中
央
公
民
館
・
展
示
館
（
同
敷
地

内
）
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
日
程
】

〇
令
和
６
年
３
月
９
日
（
土
曜
日
）

開
場

10
時
00
分
～
15
時
30
分

〇
令
和
６
年
３
月
10
日
（
日
曜
日
）

開
場

10
時
00
分
～
15
時
00
分

今
年
度
は
舞
台
発
表
・
展
示
発

表
と
も
に
実
施
予
定
で
す
。
日
頃

の
公
民
館
活
動
の
成
果
が
一
堂
に

会
し
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
様
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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職
員
等
研
修
会
報
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公
民
館
ま
つ
り
の
お
知
ら
せ

熊谷東公民館発表の様子

星宮公民館発表の様子

《
昨
年
度
展
示
発
表
の
様
子
》


